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【 2010年度決算 】

　　◆ＡＴＭ設置台数・預貯金金融機関取引は着実に増加。一方、ノンバンク取引の減少・

　　　経済条件の見直しが大きく影響し減収減益

　　◆計画比では、経常収益は未達も、経常費用の圧縮により経常利益は計画達成　

　　◆年2回の配当と、自己株買いを実施

　　　　　①配当金・・・・・中間配当　2,600円／期末配当　2,600円

　　　　　②自己株買い・・・取得株数　29,147株／取得金額　49.9億円　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

【 2011年度決算の見通し 】

　　◆ＡＴＭ設置台数の拡大と新規利用者の開拓を主因に増収を見込む

　　◆新サービスの開始と第3世代ＡＴＭの導入に伴う減価償却費等が増加するなか、　　

　　　引き続き経費コントロールに努め、増益を目指す　

ハイライトハイライト
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総還元性向　70.3％
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東日本大震災（2011年3月11日）の影響東日本大震災（2011年3月11日）の影響

　１、総利用件数の前年同期間比増減
　　

　　　直後は、被災地域の取引を中心に大きく落ち込んだものの、足元は震災前の水準に回復

　１、総利用件数の前年同期間比増減
　　

　　　直後は、被災地域の取引を中心に大きく落ち込んだものの、足元は震災前の水準に回復

　　

　

　　

　

103.996.297.790.1100.3　全　国

109.597.7100.790.2101.4首都圏

100.4

67.4

3/21～3/31

99.1

41.3

3/11～3/20

99.8

69.2

3月計

99.6

98.4

3/1～3/10

101.3その他地域

87.6被災地域（岩手、宮城、福島、茨城）

4月計

70台

3月31日　２、ＡＴＭ休止台数　　　　　　　　　　

約400台約2,100台

3月20日3月11日

　３、震災に伴う特別損失

　　　ＡＴＭ等資産の滅失により、合計356百万円を2010年度決算に計上　

　３、震災に伴う特別損失

　　　ＡＴＭ等資産の滅失により、合計356百万円を2010年度決算に計上　
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　４、2011年度中の第3世代ＡＴＭ入替は、当初計画より減少

　　　部品の製造、生産制約から、2011年度は約3,000台から約1,200台に変更

　４、2011年度中の第3世代ＡＴＭ入替は、当初計画より減少

　　　部品の製造、生産制約から、2011年度は約3,000台から約1,200台に変更

（単位　％）
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損益状況損益状況

(単位：億円）

2009年度 2010年度
通期実績 修正計画 通期実績 通期 上期

（2010年11月） 前年差異 前年差異 前年差異

 経常収益 888 852 839 △ 49 868 29 437 6

うちATM受入手数料 852 819 805 △ 47 827 22 418 4

 経常費用 584 578 565 △ 19 590 25 291 10

うち資金調達費用 21 19 20 △ 1 20 0 10 0

うちATM設置支払手数料 90 94 93 3 98 5 48 1

うち業務委託費 139 144 142 3 151 9 75 4

うち保守管理費 35 41 39 4 44 5 22 4

うち土地建物機械賃借料 24 21 21 △ 3 10 △ 11 4 △ 7

うち減価償却費 128 118 116 △ 12 127 11 60 6

 経常利益 304 274 274 △ 30 277 3 145 △ 4

 特別損益 △ 1 △ 0 △ 4 △ 3 △ 0 4 △ 0 △0

 法人税等合計 123 111 109 △ 14 112 3 59 △ 1

 当期純利益 179 162 160 △ 19 164 4 86 △ 2

 期末ATM設置台数（台） 14,601 15,400 15,363 762 16,300 937 15,800 816

 ATM受入手数料単価（円） 147.9 135.9 135.3 △ 12.6 131.2 △ 4.1 131.9 △ 5.0

 平均利用件数（件/台/日） 114.4 113.5 112.3 △ 2.1 111.9 △ 0.4 114.1 △ 1.3

 総利用件数（百万件） 590 617 609 19 647 38 325 15
注1  計数は全て単位未満切捨て

注2　前年差異及び計画差異は億円単位（総利用件数は百万件単位）で比較し、単位未満切捨て

2011年度計画
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10年度
△47億円

（億円）

ATM受入手数料の要因別増減（前年同期間比）ATM受入手数料の要因別増減（前年同期間比）

下期
△24億円

上期
△23億円

＜　半期推移　＞

貸金業カード取扱いの減少等による
減収

⇒利用件数の減少と平均収入単価　
　の低下

貸金業カード取扱いの減少等による
減収

⇒利用件数の減少と平均収入単価　
　の低下

預貯金金融機関の総利用件数増加
による増収

⇒台数の着実な増加により、件数増
　　加

預貯金金融機関の総利用件数増加
による増収

⇒台数の着実な増加により、件数増
　　加

経済条件改定に伴う減収

⇒2010年度で一巡

経済条件改定に伴う減収

⇒2010年度で一巡

＜　年度推移　＞

11年度計画
+22億円

4

上期計画
+4億円

下期計画
+18億円

2010年度 2011年度計画 2010年度 2011年度計画
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7&iグループ内設置ATM台数

7&iグループ外設置ATM台数

12,088
13,032

13,803
14,601

約16,300
15,363

ＡＴＭ設置台数の推移（年度末）ＡＴＭ設置台数の推移（年度末）

純増台数 +604 +944 +771 +798 +762 約950

（台）

注　10年度の台数は、2011年3月11日に発生した「東日本大震災」の影響により、サービスを休止しているＡＴＭ70台を含む

　　　（宮城県31台、福島県28台、茨城県5台、栃木県2台、埼玉県2台、千葉県2台）

ＡＴＭ設置台数の推移ＡＴＭ設置台数の推移
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注1 平均利用件数、総利用件数には残高照会、電子マネーチャージ、暗証番号変更、利用限度額変更を含まず
注2 期間総利用件数は単位未満切捨て、平均利用件数、ATM受入手数料単価、取引件数構成比は小数点第2位以下切捨て
注3 ATM受入手数料単価は、ATM受入手数料÷（総利用件数－ATM受入手数料収入を伴わない利用件数<売上金入金等>）で算出
注4 本資料におけるノンバンクは、証券会社、生命保険会社、その他金融機関の合計

ノンバンク構成比 20.2% 18.0% 16.2% 13.6% 10.5%

ＡＴＭ利用件数と受入手数料単価の推移ＡＴＭ利用件数と受入手数料単価の推移

ＡＴＭ受入手数料単価ＡＴＭ受入手数料単価

409 465 509 545
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　・冬のボーナスシーズンにあわせ、定期預金にキャンペ
ーン特別金利を設定

　　　期間　　　：2010年11月22日～2011年1月30日

　　　適用金利　：1年物年0.4％（従来比　+0.2％）

　・冬のボーナスシーズンにあわせ、定期預金にキャンペ
ーン特別金利を設定

　　　期間　　　：2010年11月22日～2011年1月30日

　　　適用金利　：1年物年0.4％（従来比　+0.2％）

579 668 763 877 1,040
141

372
417

1,083

256

466

580

688
775

885

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度

計画

0

200

400

600

800

1,000
口座数（右目盛）

定期預金残高（左目盛）

普通預金残高（左目盛）

（残高、億円） （口座数、千口座）

口座関連の状況口座関連の状況
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　・極度額増額も視野に入れ、契約者の　　　
　 開拓・拡大に向けた活動を推進　　

　　　　　　　　　
　　　　

　・極度額増額も視野に入れ、契約者の　　　
　 開拓・拡大に向けた活動を推進　　

　　　　　　　　　
　　　　

536百万円

9千件

2010年度実績

2,400百万円

20千件

2011年度目標

ローン残高

ローン契約口座数

セブン銀行預金（個人）の状況セブン銀行預金（個人）の状況
個人向けローンサービスの状況個人向けローンサービスの状況

注：単位未満切捨て

　
　・2011年3月22日、インターネット・モバイルバンキン
　グでサービス開始。ＡＴＭでは、7月開始予定

　
　・2011年3月22日、インターネット・モバイルバンキン
　グでサービス開始。ＡＴＭでは、7月開始予定

海外送金サービスの状況海外送金サービスの状況
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預金（個人）    2,123（+826）

預金（法人）      1,003（+211）

譲渡性預金       206（　+103）

借用金 　　　　      200（△ 110）

社債　　　　       900（  　-）

ATM仮受金等   390（△  2）

資本金     　　   305（   -）

資本剰余金       305（△ 12）

利益剰余金       533（+ 57）

　その他有価証券評価差額金　+0

　新株予約権　1

負債
 4,855

（+926 ）

純資産
1,145

（+46 ）

現金預け金　　   3,850（+ 908）

有価証券　         999（+   105）

ATM仮払金等    754（+   53）

有形固定資産 　  93（△  18）
無形固定資産 　  186（+   20）

　 繰延税金資産 11

   貸倒引当金 　△0

　 貸出金 5

コールマネー
28（△105）

　賞与

　引当金　3

コールローン
100（△100）

資産　6,000（+　972） 負債＋純資産　6,000（+　972）

（単位：億円）

ATM装填用現金、台数増加に伴い増加

主に為替決済、日本銀行当座貸越取引の

担保として必要な有価証券

（ATM仮払金）

提携先のお客さまの出金取引時に提携先

に代り資金をお支払いすることにより一時

的に発生するもの（翌営業日に資金決済。

期末日が休業日の場合は、決済ができな

いことから増加）

なお、ノンバンク分は当社法人口座で当日

中に決済するため、原則として、B/S に残

高が残ることはない

ソフトウェア、ソフトウェア仮勘定

流動性預金：1,718億円

定期性預金：1,406億円

2回債（06年発行）360億円（5年）

3回債（06年発行）240億円（7年)
4回債（09年発行）100億円（3年）

5回債（09年発行）200億円（5年）

（ATM仮受金）

提携先のお客さまの入金取引時に提

携先に代り一時的にお預かりするもの

注　（　）は10年3月末との比較。百万円単位で比較し、単位未満切捨て

主にATM

8

財務健全性
財務健全性

●単体自己資本比率（国内基準）　

　　　　　　　　51.21％（速報値）

●格付（2011年3月末現在）

　　　　　　Ｓ＆Ｐ　ＡＡ-（長期発行体）

　　　　　Ｒ＆Ｉ　 ＡＡ （発行体）

財務状況財務状況

貸借対照表
貸借対照表
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今後の取組み方針今後の取組み方針

【ＡＴＭ事業の強化】

設置場所の拡大と
新規利用者の開拓

【金融サービス事業
の推進】

個人向けローンサービ
ス・海外送金サービス

の本格展開

【新事業の開拓】

海外ＡＴＭ展開や銀行
事務受託等の新規

ビジネスの開拓

次の10年に向け、ＡＴＭ利用層の更なる拡大と
新たな収益の実現を目指す

9
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■グループ外設置の状況　

　

ＡＴＭ事業の強化ＡＴＭ事業の強化

■新たな利用者の開拓・拡大

　 ・潜在ニーズの掘り起こし
　　⇒中高年、主婦層を中心に、安心・安全・便利　
　　を訴求

・ＡＴＭ提携先の拡大
　　⇒ＳＥＪ未進出地域の金融機関等へもアプローチ

・提携金融機関の店外ＡＴＭ削減による顧客シフト

　
■設置場所の拡大

　 ・グループ外設置の強化
　　⇒営業担当の増員と紹介ルートの拡大

　 ⇒首都圏・大阪圏の商業施設を中心に積極展開

■新たな利用者の開拓・拡大

　 ・潜在ニーズの掘り起こし
　　⇒中高年、主婦層を中心に、安心・安全・便利　
　　を訴求

・ＡＴＭ提携先の拡大
　　⇒ＳＥＪ未進出地域の金融機関等へもアプローチ

・提携金融機関の店外ＡＴＭ削減による顧客シフト

　
■設置場所の拡大

　 ・グループ外設置の強化
　　⇒営業担当の増員と紹介ルートの拡大

　 ⇒首都圏・大阪圏の商業施設を中心に積極展開

10年度09年度08年度07年度

3702549813合計

5937213その他

21012631─商業施設

7161241駅・交通系

3030229空港

　《設置台数・平均件数の推移》　

　《設置場所の内訳》

90.4
80.7

72.7
80.1

0

200

400

600

800

07年度 08年度 09年度 10年度

50

70

90

平均件数（右目盛）

設置台数（左目盛）

(件/台/日）
(台）

　「近くて便利なＡＴＭ」の更なる認知向上や設置場所の積極的な拡大により、総利用件数の着実
　な増加を図る　

ＡＴＭ利用者の開拓と設置場所の拡大ＡＴＭ利用者の開拓と設置場所の拡大
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注1　設置台数、平均件数、設置場所の内訳には、証券会社への設置分の状況は含まず
注2　証券会社への設置以外のグループ外設置は、07年度7月設置開始
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計画

個人向けローン
為替関連
集配金
売上金入金

　　充実したＡＴＭネットワークを背景に、便利な金融サービスの拡充による収益の多様化を目指す

金融サービス事業の推進金融サービス事業の推進

金融サービス事業の推進金融サービス事業の推進

　《口座関連サービスによる収入の推移》
■既存サービスの推進

　・ＡＴＭ、ネット、モバイルによる振込み

　・夜間金庫代わりの売上金入金サービス
　 ・・・セブン-イレブン以外の入金先拡大

　　　 2007年度／4社　⇒　2010年度／93社

　・集配金サービス
・・・10年度実績

　　　　イトーヨーカドー／43店　　ヨークマート／65店　　
　　　　赤ちゃん本舗／13店

■既存サービスの推進

　・ＡＴＭ、ネット、モバイルによる振込み

　・夜間金庫代わりの売上金入金サービス
　 ・・・セブン-イレブン以外の入金先拡大

　　　 2007年度／4社　⇒　2010年度／93社

　・集配金サービス
・・・10年度実績

　　　　イトーヨーカドー／43店　　ヨークマート／65店　　
　　　　赤ちゃん本舗／13店

＋
■新サービスの拡充

　・海外送金サービス

　・個人向けローンサービス　

■新サービスの拡充

　・海外送金サービス

　・個人向けローンサービス　
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株式会社セブン銀行

　・2011年3月22日より、インターネット・モバイル　　
　バンキングでサービス先行開始

　・サービスの早期安定化、ビジネスの拡大を図る

⇒ＡＴＭでのサービスは2011年7月開始予定

　 ⇒国内の外国人コミュニティやウエスタンユニオ
　　ン等との連携により利用層の早期拡大を図る　

　・2011年3月22日より、インターネット・モバイル　　
　バンキングでサービス先行開始

　・サービスの早期安定化、ビジネスの拡大を図る

⇒ＡＴＭでのサービスは2011年7月開始予定

　 ⇒国内の外国人コミュニティやウエスタンユニオ
　　ン等との連携により利用層の早期拡大を図る　

金融サービス事業の推進金融サービス事業の推進

3～5年以内に、100万件を目指す3～5年以内に、100万件を目指す

・24時間365日送金可能

・安価で分かりやすい
　送金手数料

・受取拠点が豊富
（約200ヵ国40万箇所）

・ 短数分で受取可能　　
2,000円

1,500円

990円

セブン銀行 他行例

送金手数料例
送金金額

4,000円

10,000円以下

10,001円以上～

50,000円以下

50,001円以上～

100,000円以下

　《サービスの特徴と手数料》

　《マーケット規模》

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　国籍別外国人登録者数概算　（千人）

460その他

270ブラジル

680中国

210フィリピン

580韓国

2,200合計
※2010年7月7日公表の政府
　統計参考
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海外送金サービス海外送金サービス



株式会社セブン銀行

　　　　　　

方　針方　針

配当方針配当方針

2,100 2,450 2,600
4,200

2,800 2,750

2,600

2,600 2,600

35.1 35.3
39.3 37.7

35.5

0

2,000

4,000

6,000

8,000

07年度 08年度 09年度 10年度 11年度予想

0

20

40

　

（円）

継続的な安定配当の実現を目指し、配当性向は年間35%を 低目標に、中間配当及

び期末配当の年2回配当を実施する。　　　　

継続的な安定配当の実現を目指し、配当性向は年間35%を 低目標に、中間配当及

び期末配当の年2回配当を実施する。　　　　

注　08年度から、中間・期末の年2回配当実施
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配当金・配当性向の推移配当金・配当性向の推移

（％）

期末配当（左目盛）
中間配当（左目盛）

配当性向（右目盛）



株式会社セブン銀行

震災復興支援、節電対策等の取り組み震災復興支援、節電対策等の取り組み

節電対策節電対策復興支援復興支援

■取組み予定

　・ＡＴＭ関連　
　 ⇒取引画面の省エネモード切替までの待機時
　　 間を短縮

⇒第2画面の輝度を常時引き下げ

⇒東電管内を中心に省電力の第3世代ＡＴＭに
　　 入替（現行機に比べ約48％節電）

　・その他　
⇒ＡＴＭ設置ブース（7-11以外）の看板消灯
⇒オフィス全体での節電

■取組み予定

　・ＡＴＭ関連　
　 ⇒取引画面の省エネモード切替までの待機時
　　 間を短縮

⇒第2画面の輝度を常時引き下げ

⇒東電管内を中心に省電力の第3世代ＡＴＭに
　　 入替（現行機に比べ約48％節電）

　・その他　
⇒ＡＴＭ設置ブース（7-11以外）の看板消灯
⇒オフィス全体での節電

■義援金募金活動

　・被災地への義援金募集のため、インターネ
　　ットで募金受付（3月14日～5月31日予定）

　　

■被災地域で移動ＡＴＭサービス

　・2011年5月中に順次稼動予定（3台）　

■義援金募金活動

　・被災地への義援金募集のため、インターネ
　　ットで募金受付（3月14日～5月31日予定）

　　

■被災地域で移動ＡＴＭサービス

　・2011年5月中に順次稼動予定（3台）　
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5億5125万6759円

28億 24万 133円

　7＆iグループ全体

　（参考）

218万8920円

1126万6772円

セブン銀行

3月末まで

4月末まで


